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熊本県天草家畜保健衛生所

豚流行性下痢（PED)について豚流行性下痢（PED)について

ＰＥＤについては、昨シーズンは７県３９農場（熊本県では未発生）で発生し、九州では、
宮崎県、鹿児島県、長崎県で発生が確認されています。また、今シーズンも長崎県で発生している
ことからも、引き続き本病の予防対策を徹底する必要があります。
飼養豚に異常が認められた際は、管理獣医師及び家畜保健衛生所への通報をお願いします。

ＰＥＤとは、豚といのししに感染し、全ての日齢の豚で嘔吐・水様性の下痢を呈する家畜伝染病
予防法で届出伝染病に指定される疾病です。

発症哺乳豚
※農研機構ＨＰ参照

・車両消毒、衛生管理区域専用の長靴・作業着
及び畜舎専用の長靴の使用などによる農場内
への侵入防止

・農場立入者の記帳
・導入豚は隔離飼育
・母豚への適切なワクチン接種
・毎日の豚の観察の徹底

黄色水溶性下痢
※農研機構ＨＰ参照

対策

《哺乳豚》
嘔吐と水様性下痢が認められます。特に10日齢

以下の豚では黄色水様性下痢を呈し、急速に脱水
状態となり削痩します。
発病豚は3～4日の経過で死亡することが多く、

致死率は50%前後、時に100%に達することもあ
ります。

《肥育豚・育成豚》
食欲減退、元気消失及び水様性下痢が認めら

れますが、約1週間程度で回復し死亡すること
は稀です。また、感染しても発症しない豚も認
められます。

症状

《繁殖母豚》
死亡はほとんどありませんが、 泌乳低下及び

停止が認められることがあり、哺乳豚の病勢悪
化の原因となります。



毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」

近隣諸国における悪性伝染病発生情報近隣諸国における悪性伝染病発生情報

牛の飼養衛生管理マニュアルについて牛の飼養衛生管理マニュアルについて

家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。
天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８

通報

令和2年（２０２０年）10月1日から改正された飼養衛生管理基準が施行され、その中で猶

予期間が設けられていました「飼養衛生管理マニュアルの作成」の項目については、令和４
年（２０２２年）２月１日から義務付けられています。
管内の牛飼養農場には、令和３年（２０２１年）１２月末に飼養衛生管理マニュアルのひな

型（下記）を送付したところですが、農場毎の使用薬剤等について同封しました記入
例を参考に作成し、その後、農場内への掲示が必須となります。もしお持ちでない方
がいらっしゃいましたら、当所までご連絡ください。
関係機関の皆様におかれましては、農場訪問された際に飼養衛生管理マニュアルが掲示され

ているかの確認をお願いします。

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

韓国（19件）
家きん（産卵鶏、ブロイラー

種あひる、肉用あひる、うずら）
令和4年1月29日～令和4年2月22日

韓国（10件） 野鳥 令和4年1月13日～令和4年1月27日

香港 家きん 令和4年1月21日

ロシア 家きん 令和4年2月5日

H5N2 台湾（7件） 家きん 令和4年2月8日

H5N8 韓国 野鳥 令和4年1月23日

韓国 野生いのしし 令和4年2月11日

香港 野生いのしし 令和4年1月12日

ロシア 豚・野生いのしし 令和4年1月24日

　令和４年(202２年)3月1日現在

アフリカ豚熱

（ＡＳＦ）

H5N1高病原性

鳥インフルエンザ

（HPAI）


